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平成２６年第７回農業委員会総会 

 

         平成２６年７月１８日午後３時３０分 八街市農業委員会総会を 

         八街市役所第１会議室に招集し、内容は次のとおりである。 

 

１．出席者 

    １．森  邦 央      ８．鈴 木 勝 雄      15．井 口 政 直 

    ２．長谷川英雄      ９．岩 品 要 助      16．中 川 利 夫 

    ３．武 藤  功      10．栗原十三男      17．井 野  基 

    ４．宮 部  操      11．関 口 芳 秀      18．石井とよ子 

    ５．赤 地 達 雄      12．小 山 優 一      19．関 端  旭 

    ６．内 藤 富 夫      13．飛 田 育 男      20．菅 野 喜 男 

    ７．林  和 弘      14．瀬 山 晢 信      21．三 須 裕 司 

                              22．川 野  繁 

 

２．欠席者  

    な し 

 

３．事務局 

    事 務 局 長  醍 醐 文 一         主 査 補  宮 内 清 志 

    副 主 幹  菅 沼 邦 夫         副 主 査  浅 井 久 子 

 

４．議決事項 

    議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

    議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

    議案第３号 農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請について 

    議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について 

    議案第５号 農用地利用集積計画の承認について 

 

５．その他 

    報告第１号 農用地利用集積計画の中途解約に係る通知について 
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○醍醐事務局長 

 開会を宣す。（午後３時３８分） 

○川野会長 

 平成２６年度第７回の総会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 皆様におかれましては、公私ともにお忙しい中をご出席いただきまして、ありがとうござい

ます。 

 第２１期の委員会も、今日が総会の最終日となりました。３年間、皆様方にご協力をいただ

きながら、無事に終了することができますことを、皆様方に心から厚く御礼申し上げる次第で

ございます。これが終わった後も、２１期の皆さん、友情を大事にして、年末の忘年会かもし

くは新年会、これに皆様の顔を見るのを楽しみにしていきたいと思っております。どうぞよろ

しくお願いいたしたいと思います。 

 さて、今月の案件につきましては、農地法第３条、第４条、第５条、本体で１７件で、農用

地利用集積承認については１２件、農用地利用集積計画の中途解約が１件、合わせまして総件

数で３０件が提出されております。慎重審議をお願いいたしまして、簡単ではございますが、

開会の挨拶といたします。 

 ただいまの出席委員は２２名です。したがって、この総会は成立いたしました。 

 それでは、日程に従いまして、会務報告をお願いいたします。醍醐局長、お願いいたします。 

○醍醐事務局長 

 それでは、会務報告ということで報告を申し上げます。 

 ６月２６日木曜日、午前１０時から、現地確認調査ということで、市内におきまして三須副

会長、赤地委員、石井委員にお願いしたところでございます。 

 また、７月８日火曜日、午後１時半から、転用事実確認現地調査ということで、市内におき

まして鈴木部長、内藤委員、菅野委員にお願いしたところでございます。 

 ７月１５日火曜日、午後１時半から、これは部会の現地調査ということで、市内の沖地区で

ございますが、本案件につきまして、三須副会長、関端部長、林副部長、森副部長、岩品委員、

内藤委員、飛田委員にご出席いただきまして、部会現地調査を実施いたしました。 

 また、翌日、１６日水曜日、午後１時半から、部会の面接調査を第１会議室におきまして実

施しまして、やはり、出席につきましては三須副会長、関端部長、林副部長、森副部長、岩品

委員、内藤委員、飛田委員にご出席いただきまして実施したところでございます。 

 以上でございます。 

○川野会長 

 次に、議事録署名委員の選任でございますが、議長から指名することでご異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○川野会長 

 異議なしと認め、こちらからご指名申し上げます。 
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 今月は、議席番号１０番の栗原委員、１１番の関口委員にお願いいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請の１番から３番についてを議題といたしま

す。 

 事務局、説明願います。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 

 それでは、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、区分、売買。所在、八街字五方杭。地目、畑。面積４，８６４平方メートルほか３

筆、計４筆の合計面積５，１８９平方メートル。権利者事由、農業経営の規模を拡大したい。

義務者事由、高齢のため経営規模を縮小したい。なお、当該申請は平成２６年２月２０日付で

部会案件として審議を行い、第３条許可をしている案件ですが、金銭面で相違があったという

ことで５月２日付で許可の取り消し願が提出され、５月７日付で許可の取り消しをしておりま

す。今回、利用者の協議が調ったということで、再度申請されております。 

 続きまして、番号２、区分、売買。所在、東吉田字和田。地目、畑。面積３，２３９平方メ

ートル。権利者事由、農業経営の規模を拡大したい。義務者事由、相続で農地を取得したが、

農業をしていないため、売却したい。 

 番号３、区分、贈与。所在、八街字北山。地目、畑。面積２，２７１平方メートル。権利者

事由、農業経営の規模を拡大したい。義務者事由、相続で農地を取得したが、農業ができない

ため、譲り渡したい。 

 以上です。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。１番、岩品委員、

お願いいたします。 

○岩品委員 

 議案第１号、１番、農地法第３条申請に係る調査結果についてご報告いたします。 

 申請地について、位置は市役所より国道４０９号線を南に約２．５キロメートルに位置し、

境界は確定しています。現況は畑としてきれいに管理されています。進入路は、通行できるよ

うに地役権の設定をされている隣接地があり、問題ありません。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者の所有している主な農機具は、２トントラック１台、耕運機を自己資金にて購入する

そうです。労働力は権利者１名です。年間農作業従事日数は権利者が２００日で、技術力はあ

ります。面積要件については下限面積の５０アールを満たしております。現在所有する農地は

全て効率的に耕作されており、過去３年間において農業経営規模を縮小させる行為を行った事

実はありません。また、周辺地域における農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に

ついても支障はありません。その他、参考となる事項として、営農計画は前回の申請と同じで

ダイカンドラを作付し、自分の会社や太陽光発電の関連会社に販売するそうです。また、通作
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距離は市内の会社から５キロメートルで、車で１０分程度となっております。権利者について

は、前回の申請及び先月の申請についても第３条の許可を受けております。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について法律的に利用すると認められ、農地法第３条第２項の

各号の不許可基準には該当しないことから、本件は何ら問題ないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、２番、井口委員、お願いいたします。 

○井口委員 

 調査報告、議案第１号、２番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告します。 

 申請地は八街駅から南へ約４キロメートルに位置し、私道により進入路は確保されておりま

す。形態も確保されております。現況はトウモロコシ畑ということで、トウモロコシを耕作し

ています。進入路はありませんが、権利者の経営農地に囲まれているため、問題はありません。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告します。 

 権利者の所有している主な農機具は、トラクター５台、軽トラック１台、２トンダンプ１台、

牛が２８頭います。労働力は、権利者及び世帯員が３名です。年間農作業従事日数は、権利者

が３５０日、世帯員が平均２７０日です。また、技術力もあり、面積要件についての下限面積

の５０アールを満たしております。現在所有している農地は全て効率的に耕作しており、過去

３年間において農業経営規模を縮小させる行為を行った技術はありません。また、周辺地域に

おける農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障はありません。その他、

参考となる事項として、営農計画は権利者が畜産業を営んでいるため、飼料用のトウモロコシ

を作付する予定です。通作距離ですが、申請地は権利者の自宅周辺です。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められ、農地法第３条第２項の

各号の不許可基準に該当しないことから、本案件は何ら問題はないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 続いて、３番、栗原委員、お願いいたします。 

○栗原委員 

 調査報告、議案第１号、３番、農地法第３条申請に係る調査結果について報告いたします。 

 申請地について、位置は市役所より西へ６キロメートルに位置し、進入路は確保されており

ます。境界は境界木があります。現況は畑で、進入路は権利者の畑と隣接している畑ですので、

問題ないと思われます。 

 次に、農地法第３条第２項の不許可基準に該当するか否かについて報告いたします。 

 権利者の所有している主な農機具はトラクター１台、耕運機２台、１トントラック１台、軽

トラック１台です。労働力は、権利者及び世帯員が３名です。年間農作業従事日数は、権利者
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が３４０日、世帯員が平均２７５日です。また、技術力はあり、面積要件については下限面積

の５０アールを満たしております。現在所有する農地は全て効率的に耕作しており、過去３年

間において農業経営規模を縮小させる行為を行った事実はありません。また、周辺地域におけ

る農地等の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保についても支障ありません。その他、参考

となる事項として、営農計画は小松菜を作付する予定であり、通作距離ですが、申請地は権利

者の経営農地に隣接しており、自宅の周辺です。 

 以上の内容から、権利者及び世帯員等が権利取得後において耕作に必要な農作業に常時従事

し、申請地を含めた全ての農地について効率的に利用すると認められ、農地法第３条第２項各

号の不許可基準に該当しないことから、本案件は問題ないと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 なければ、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第１号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請の１番から４番についてを議題とい

たします。 

 事務局、説明願います。宮内主査補、お願いいたします。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在、八街字榎前地先。地目、畑。面積２，４９９平方メートルです。転用目的は

太陽光発電施設用地です。転用事由は、当該申請地に太陽光発電施設を設置し、安全な自然エ

ネルギーを利用した太陽光発電施設事業により、安定した収入を得るものです。農地の区分は、
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農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から、第二種農地と判

断されます。 

 番号２、所在、文違字文違野地先。地目、宅地現況畑。面積４９５．５３平方メートルほか

４筆、計５筆の合計面積は１，４２５．４６平方メートルです。転用目的は長屋住宅用地です。

転用事由は、当該申請地にアパートを３棟建設し、そのアパート経営により安定した収入を得

るものです。農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等

の理由から、第二種農地と判断されます。なお、本件は１，０００平方メートル以上の土地に

対する建築行為となります。これは開発行為に該当しまして、都市計画法との調整が必要とな

りますので、その旨意見に付すことが妥当と思われます。 

 番号３、所在、砂字堀込地先。地目、畑。面積５９５平方メートルです。転用目的は太陽光

発電施設用地です。転用事由は、当該申請地に太陽光発電施設を設置し、安全な自然エネルギ

ーを利用した太陽光発電事業により、経営規模の拡大を図るものです。農地の区分は、農業公

共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から、第二種農地と判断され

ます。 

 次の番号４と議案第４号、番号６は、事業主体は独立しておりますが、申請地が同一である

ため、関連として一括してご説明いたします。 

 番号４、所在、沖字東沖地先。地目、畑。面積９９１平方メートルのうち２７０平方メート

ルほか３筆、計４筆の合計面積９，８０５平方メートルのうち２，６７０平方メートル。転用

目的は貸駐車場用地です。 

 続いて、議案第４号、番号６、所在、地目、同じく。面積９９１平方メートルのうち７２１

平方メートルほか３筆、計４筆の合計面積９，８０５平方メートルのうち７，１３５平方メー

トルです。転用目的は馬場施設用地。区分は賃貸借。それぞれの転用事由としまして、既存の

乗馬施設において、現在の事業運営は別の事業者が引き継ぎ、今までの事業者は隣接する申請

地において新規事業を立ち上げ、あわせて馬場や駐車場として利用するものです。農地の区分

は、農用地域内にある広がりのある農地であることから、第一種農地と判断されます。 

 以上です。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。１番、鈴木部長、

お願いいたします。 

○鈴木部長 

 議案第２号、１番の調査報告を申し上げます。立地基準ですが、市役所から北へ、国道４０

９号線を約５キロメートルに位置し、市道に隣接しています。目的が太陽光発電ということで、

計画内容ですけれども、資金力は自己資金と借入金で賄うということで、整地は砂利敷きで、

防災対策として、周辺をフェンスで囲むということであります。用排水は宅地内処理というこ

とですので、場所柄から見ても、北側は一部隣接地がありますけれども、隣接地権者との話は

ついているそうです。そういう観点から、何ら問題ないと思われます。 
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 以上、報告いたします。 

○川野会長 

 次に、２番、中川副部長、お願いいたします。 

○中川副部長 

 それでは、議案第２号、番号２、調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅から北へ約２．５キロメートルに位置し、進入

路は確保されております。農地性としては、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産

性の低い農地でありますので、事務指針の２９ページ、⑤の（ｂ）に該当するため、第二種農

地として判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は長屋住宅（３棟）用地ということで、１６世帯を対象とし

た建築面積合計は８８８．３０平方メートルと２９台分の駐車場を合わせた申請面積は１，４

２５．４６平方メートルであり、妥当と思われます。資金につきましては借入金にて賄う計画

となっております。申請地には小作人等、権利移転に対して支障となるものはありません。事

業計画ですが、用水は市営水道、生活排水は、合併浄化槽を経由し、道路排水へ放流となりま

す。雨水は宅内浸透です。隣接する農地に対する被害防除対策ですが、アスファルト施工によ

り土砂の流出はなく、雨水は貯留浸透施設を設け、流出を防止する計画となっております。ま

た、建物の棟間隔を大き目に確保することで、日照、通風に配慮するとのことです。権利者は

賃貸住宅事業により安定した収入を図りたいということから、必要性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、３番、菅野委員、お願いいたします。 

○菅野委員 

 では、議案第２号、３番について、調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街駅より南へ７．５キロメートルに位置し、進入路は市

道に面しており、確保されております。農地の区分としては、農業公共投資の対象になってい

ない小集団の生産性の低い農地ですので、事務指針の２９ページ、⑤の（ｂ）に該当する第二

種農地と判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は太陽光発電用地ということで、申請面積５９５平方メート

ルの土地に２１６枚のパネルを設置するということで、面積妥当と思われます。資金につきま

しては借入金にて賄う計画となっております。事業計画ですが、申請地には育ち過ぎて商品価

値のなくなった樹木がありますが、伐採して整地する計画で、外部からの土砂の搬入はありま

せん。雨水は当該地内にて浸透処理、また、隣接農地所有者にも説明済みです。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 
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 次に、４番ですが、議案第４号の６番と関連しておりますので、あわせて調査報告をお願い

いたします。林副部長、お願いいたします。 

○林副部長 

 それでは、議案第２号、４番について、調査報告を申し上げます。 

 申請地は市役所より南へ８キロメートル地点に位置しております。県道千葉川上八街線より

市道を通り、進入路は確保されております。農地区分といたしましては、事務指針３２ページ、

②のｅの（オ）に該当するため、第一種農地と判断いたしました。計画面積の妥当性でありま

すが、乗馬施設、馬房８頭分、馬小屋です。駐車場用地として妥当と思われます。資金面につ

きましては自己資金にて賄われる計画となっております。許可後は速やかに目的につくものと

思われます。申請地における小作人等はございません。周辺農地への営農条件の支障でありま

すが、もともと競走馬の馬場であったことから、何ら問題はないものと思われます。 

 以上、調査報告を終わります。 

○川野会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑がないようでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第２号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、これは都市計画法に関係しておりますので、これをクリアしての条件

で賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については都市計画法をクリアした上での許可相当で決定い

たします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、４番については許可相当で決定いたします。 



 

－９－ 

 次に、議案第３号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についての１番か

ら３番までを議題といたします。 

 事務局、説明願います。宮内主査補、お願いいたします。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第３号、農地法第５条の規定による許可後の計画変更承認申請についてご説

明いたします。番号１、番号２と議案第４号、番号４は関連しておりますので、一括してご説

明いたします。 

 番号１、所在、八街字新氷川小路地先。地目、畑。当初の面積３９６平方メートル、許可後

の面積は５３２．１４平方メートルです。 

 続いて、番号２及び議案第４号、番号４、所在、地目、同じく。当初の面積７，８２８平方

メートル、変更後の面積７，７７１平方メートル、変更後の面積の合計は８，３０３．１４平

方メートルです。当初の計画の目的は、建売分譲（２１棟）の住宅用地です。計画変更の事由

としましては事業区域の変更ということです。これは、都市計画法に基づく道路規定により、

不足している進入路を正し、不整形な区画を解消するために進入路の面積を追加し、許可済み

地である宅地面積の一部を取り消すものです。農地の区分は、第二種中高層住居専用地域にあ

る農地でありますので、第三種農地と判断されます。 

 次に、番号３、所在、東吉田字和田地先。地目、畑。当初の面積３，７０９平方メートル、

変更後の面積３，３６７平方メートルのうち２，５１３．９６平方メートルです。当初の計画

の目的は太陽光発電施設用地です。計画変更の事由は事業区域の変更です。これは、費用負担

の経済的な理由から施設を縮小するため、許可済み地の一部を取り消すものです。農地の区分

は、農業地域内にある広がりの農地であることから、第一種農地と判断されます。 

 以上です。 

○川野会長 

 事務局の説明が終わりましたので、１番、２番は関連がありますので、あわせて調査報告を

お願いいたします。また、議案第４号、４番にも関連しているので、これもあわせてお願いい

たします。長谷川委員、お願いいたします。 

○長谷川委員 

 調査報告を申し上げます。議案第３号、１番と２番、また、議案第４号の４番は関連してお

りますので、一括して申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地は八街駅から西へ約７００メートルに位置し、周辺は住宅地

で、市道からの進入路は確保されております。農地性としては、用途地域内にある農地ですの

で、事務指針の２８ページの４のｂの（ウ）に該当する第三種農地として判断いたしました。 

 次に、一般基準ですが、本申請は、既に建売分譲住宅２１棟の用地ということで許可を受け

ていますが、事業区域内の変更により面積の増減が生じたためのものであり、変更後の計画に

おきましても、建築面積との関係については面積妥当と思われます。また、資金につきまして

は自己資金と借入金にて賄う計画となっております。施工中の事業区域の変更という点から、



 

－１０－ 

妥当性、必要性についても認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、３番、井口委員、お願いいたします。 

○井口委員 

 議案第３号、番号３、調査報告を申し上げます。 

 まず、立地基準ですが、申請地はＪＲ八街駅から南へ約４キロメートルに位置し、市道から

の進入路は確保されております。農地性としては、農地の広がりが１０ヘクタール以上の農地

に存在する第一種農地に該当することを確認しております。 

 次に、一般基準ですが、本申請は既に太陽光発電施設の用地ということで許可を受けており

ますが、事業区域の変更により面積が減少するためのものであり、変更後の面積は２，５１３．

９６平方メートルであり、面積は妥当と思われます。資金につきましては借入金にて賄う計画

となっております。権利者の経済的事情により事業規模を縮小する点から、妥当性についても

認められます。 

 これらのことから、立地基準、一般基準ともに、本案件は何ら問題ないものと思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑がないようですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第３号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請の１番から６番までを議題といたし
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ます。 

 事務局、説明願います。宮内主査補、お願いいたします。 

○宮内主査補 

 それでは、議案第４号、農地法第５条の規定による許可申請についてご説明いたします。 

 番号１、所在、八街字藤株地先。地目、畑。面積４４０平方メートルほか１筆、計２筆の合

計面積９７６平方メートルです。区分は賃貸借。転用目的はグループホーム用地です。転用事

由は、当該申請地に障がい者専用のグループホームを２棟建築し、社会福祉による地域貢献に

努めるというものです。農地の区分は、農業地域内にある広がりのある農地であることから、

第一種農地と判断されます。 

 番号２、榎戸字二又台地先。地目、畑。面積３３０平方メートル。区分、売買。転用目的は

駐車場及びドッグラン用地です。転用事由は、申請地の隣でドッグサロンを経営しているが、

敷地が狭いため、当該申請地を来客用の駐車場とドッグラン用地として拡張するものです。農

地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地等の理由から、第

二種農地と判断されます。 

 番号３、朝日字竹里地先。地目、畑。面積２，６６２平方メートルのうち２７２．９２平方

メートルです。区分は使用貸借。転用目的は駐車場用地です。転用事由は、申請地の隣におい

て学習塾を経営しているが、駐車場がなく、送迎時は路上駐車している状況で危険なため、当

該申請地を駐車場とするものです。農地の区分は、農業地域内にある広がりのある農地である

ことから、第一種農地と判断されます。 

 番号４は、議案第３号、番号１と番号２に関連してご説明したとおりです。 

 次に、番号５、所在、八街字町並地先。地目、畑。面積は２，５０７平方メートルです。区

分は売買。転用目的は宅地分譲用地です。転用事由は、宅地分譲（９区画）の造成、販売をす

るものです。農地の区分は、第一種住居地域にある農地であり、第三種農地と判断されます。

なお、本件は１，０００平方メートル以上の土地に対する開発行為となりますので、都市計画

法との調整が必要となる旨意見に付すことが妥当と思われます。 

 番号６は、議案第２号、４番に関連してご説明したとおりです。 

 以上です。 

○川野会長 

 事務局の説明が終わりましたので、担当委員の調査報告をお願いいたします。１番、鈴木部

長、お願いいたします。 

○鈴木部長 

 第５条の１番、報告いたします。 

 立地基準ですけれども、市役所から北へ約５キロメートル行きまして、市道に隣接していま

す。農地区分ですけれども、第一種農地だそうです。 

 一般基準ですけれども、障害者の施設を２棟造るということで、面積的には妥当だと思いま

す。資金計画ですけれども、自己資金と借入金で賄うということです。それと、造成計画は、
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天地返しのみで造成して建物を建て、周辺をブロックで囲むということです。周辺農地への支

障ですけれども、片側はすべて住宅地になっていまして、周りは全部事業者のものです。排水

計画は、合併浄化槽を使って排水路へ流すとのこと。雨水については宅地内処理ということで

す。 

 それらから見まして妥当だと思います。報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、２番、三須副会長、お願いいたします。 

○三須副会長 

 それでは。議案第４号、２番の調査報告をいたします。 

 最初に、立地基準ですが、場所は市役所より北へ２キロメートルに位置し、公道により進入

路は確保されております。農地区分は、事務指針２９ページ、⑤の（６）に該当するため、第

二種農地と判断しました。代替性はないと思います。 

 次に、一般基準ですが、計画面積の妥当性については、権利者は既にドッグサロンを経営し

ており、手狭になったため、駐車場及びドッグラン用地として利用したいとのことで、３３０

平方メートルは面積妥当と判断しました。資金は自己資金です。この場所は宅造された一画に

あります。借受人もいません。土地改良区の受益地でもありません。造成計画は、土砂の搬出

入はありません。浄水は広域水道、雨水は宅内処理、汚水雑排水は、合併浄化槽にて処理後、

施設のＵ字溝へ放流する。隣接農地への説明は、ブロックで土留め工事をし、土砂の流出を防

ぐとのことを説明したら、意見はないとのことでした。 

 以上のことから、本案件は問題ないと思います。 

 以上です。 

○川野会長 

 次に、３番、小山委員、お願いいたします。 

○小山委員 

 議案第４号、３番、申請地は市役所より東へ約１キロメートルに位置し、市道に接しており

ます。農地性は第二種農地と判断しました。資金は自己資金。被害防除ですが、用水はありま

せん。雨水は敷地内処理、周辺農地への影響もありません。隣接農地は権利者の親の農地であ

り問題ありません。 

 以上のことから、この案件は問題ないと思います。 

 以上です。 

○川野会長 

 次に、４番については報告済みです。 

 次に、５番については私の担当でございますので、私から報告いたします。 

○川野会長 

 それでは、議案第４号、５番について報告をいたします。 

 申請地は市役所から南東へ約６００メートルに位置しており、進入路は市道に面して確保さ



 

－１３－ 

れております。農地区分は、事務指針２８ページ、④、ｂの（ウ）に該当することから、第三

種農地と判断いたします。 

 一般基準ですが、計画面積は２，５０７平方メートル、宅地分譲（９区画）を計画しており

ます。資金は自己資金であります。用水は市営水道とし、雨水対策については雨水浸透貯水槽

を設置し、汚水雑排水処理については公共下水道へ接続するとのことであります。また、周囲

にはブロック、土留め等を設置し、被害防除に努めるとのことであります。 

 以上のことから、立地基準、一般基準とも何ら問題ないように思われます。 

 以上で調査報告を終わります。 

○川野会長 

 次に、６番については報告済みであります。 

 担当委員の調査報告が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 質疑なしということでございますので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第４号、１番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については許可相当で決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については許可相当で決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については許可相当で決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、４番については許可相当で決定いたします。 

 次に、５番について、これは都市計画法との関連がございますので、これをクリアの上、許

可相当でよろしいか、挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、５番については都市計画法をクリアの上、許可相当で決定いたし
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ます。 

 次に、６番について、原案のとおり決定することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、６番については許可相当で決定いたします。 

 次に、議案第４号、７番についてを議題といたします。 

 この案件は部会案件です。農政部会第２班に担当していただきました。班長の森副部長から

報告をお願いいたします。 

○森副部長 

 議案第４号、７番、農地法第５条の規定による許可申請について。 

 区分、売買。所在、沖字西沖。地目、畑。１，６５３ほか１筆、合計１，９８３平方メート

ル。転用目的としまして、資材置場用地。転用理由は、現在、建設業を営んでいるが、資材置

場がないため、当該申請地を資材置場として利用し、事業の効率化を図りたいということです。 

 引き続き、委員会の報告をいたします。 

 調査委員は関端部長、岩品委員、内藤委員、飛田委員、私、林副部長、三須副会長、事務局

からは宮内さん、吉岡さんが出席して、７月１６日１時半より第１会議室において行いました。

申請者側からは３名が出席しました。権利者の主な事業内容、住宅販売、建設業、その他全般。

義務者が申請地を手放す理由、職は大学教授のため、相続により取得したが、農地を維持でき

ずにいる市外に居住しているため、管理に苦慮しているところでした。事業主の概要ですが、

資本金３００万円、年商３億５，０００万円、従業員人数６人、うちパート１人、保有車両６

台、社用車４台、トラック１台です。事業計画について、土地利用計画は、主に建設廃材をま

とめ買いし、建設材料の山砂等のストックに使用したい。申請地を選定した理由、転用可能で、

周囲は農地割が少なく、インターに近いため。必要性としましては、最近、事業が多くなって

いるためです。造成及び排水処理について、ブロック２段、砕石敷にします。排水処理計画は、

用水、排水なし、雨水その他、敷地内自然浸透にします。資金は自己資金。隣接農地に対する

同意書及び被害防除対策について、書面ではないのですが、６月に現地立ち会いの末、口頭で

説明し、理解をいただいているということです。被害防除策は、雨水のみのため、ブロック等

により流出を防止するということです。資材置場以外に利用しない旨の確約書について確約し、

了承済みです。その他確認事項について、もとは池を埋め立てた場所で、大雨時の被害が変わ

るので、今後調査をし、必要に応じて図面により報告をしますということです。通学路で道が

狭いため、交通安全について、チェーンで網を貼り、施設内に侵入できないように通行にも安

全を期すということです。それから、資材置場として完了後、半年後、経過を見ます。使用目

的、転用目的と異なる用途で使用したり、転用後、他社への所有権が移転することがないよう

に留意するということで注意をしてあります。 

 以上の点からして、農政部会第２班は許可相当と判断いたしました。 

 以上です。 
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○川野会長 

 班長の説明が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 ないようですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第４号、７番についての班長の報告は許可相当でございます。これに賛成の委員の挙手

をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、７番については許可相当で決定いたします。 

 ただいまから１５分くらい休憩をいたします。 

休憩 午後４時３６分 

再開 午後４時５２分 

○川野会長 

 会議を再開いたします。 

 次に、議案第５号、農用地利用集積計画の承認についてを議題といたします。 

 事務局、説明願います。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 

 それでは、議案第５号、農用地利用集積計画の承認についてご説明いたします。 

 なお、本件につきましては、平成２６年７月１５日付で八街市長から、農業経営基盤強化促

進法第１８条第１項の規定により、農用地利用集積計画の承認を求められております。 

 番号１、所在、八街字鍵袋。地目、畑。面積２，３８８平方メートルほか２筆、計３筆の合

計面積７，６０８平方メートルのうち５，０００平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間

は６年、再設定です。 

 番号２、所在、八街字東崎。地目、畑。面積２，０６５平方メートル。利用権の種類は賃貸

借。期間は２年、再設定です。 

 番号３、所在、沖渡字浅間。地目、畑。面積５６９平方メートルほか１筆、計２筆の合計面

積２，７１０平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は３年、再設定です。 

 番号４、所在、沖渡字浅間。地目、畑。面積４，２４６平方メートル。利用権の種類は賃貸

借。期間は３年、再設定です。 

 番号５、所在、朝日字梅里。地目、畑。面積５，３１６平方メートルほか１筆、計２筆の合

計面積６，５５５．６６平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は３年、再設定です。 

 番号６、所在、東吉田字堂ノ前。地目、田。面積２，４３７平方メートルほか１筆、計２筆

の合計面積３，２５６平方メートル。利用権の種類は賃貸借。期間は５年、再設定です。 

 番号７、所在、八街字平沢。地目、畑。面積２，８０５平方メートルのうち１，５００平方

メートルほか３筆、計４筆の合計面積６，０４０平方メートルのうち４，１００平方メートル。
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利用権の種類は賃貸借。期間は２年、再設定です。 

 番号８、所在、八街字平沢。地目、畑。面積５，５６１平方メートル。利用権の種類は賃貸

借。期間は２年、再設定です。 

 番号９、所在、八街字藤株。地目、畑。面積６１１平方メートルのうち３００平方メートル

のほか２筆、計３筆の合計面積２万１，８２５平方メートルのうち１万３，３２０平方メート

ル。利用権の種類は賃貸借。期間は１０年１カ月、新規です。 

 番号１０、所在、文違字文違野。地目、畑。面積５，０６８平方メートル。利用権の種類は

使用貸借。期間は１年、再設定です。 

 番号１１、所在、沖字西沖。地目、畑。面積２，３９０平方メートルほか３筆、計４筆の合

計面積７，５３５平方メートル。利用権の種類は使用貸借。期間は６年、新規です。 

 番号１２、所在、八街字萩野。地目、畑。面積４，７４６平方メートル。利用権の種類は使

用貸借。期間は６年、新規です。 

 なお、ただいまご説明いたしました番号１から１２までの案件については、農業経営基盤強

化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと考えます。 

 以上です。 

○川野会長 

 議案の説明が終わりましたので、一般質疑をお願いいたします。ございませんか。 

（「質疑なし」の声あり） 

○川野会長 

 ないようですので、質疑を打ち切り、お諮りいたします。 

 議案第５号、１番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたし

ます。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１番については承認することに決定いたします。 

 次に、２番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、２番については承認することに決定いたします。 

 次に、３番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、３番については承認することに決定いたします。 

 次に、４番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 
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 挙手全員でありますので、４番については承認することに決定いたします。 

 次に、５番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、５番については承認することに決定いたします。 

 次に、６番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、６番については承認することに決定いたします。 

 次に、７番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、７番については承認することに決定いたします。 

 次に、８番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、８番については承認することに決定いたします。 

 次に、９番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、９番については承認することに決定いたします。 

 次に、１０番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１０番については承認することに決定いたします。 

 次に、１１番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１１番については承認することに決定いたします。 

 次に、１２番について、原案のとおり承認することに賛成の委員の挙手をお願いいたします。 

（挙手全員） 

○川野会長 

 挙手全員でありますので、１２番については承認することに決定いたします。 

 次に、報告第１号、農用地利用集積計画の中途解約に係る通知について、事務局、説明願い

ます。菅沼副主幹、お願いいたします。 

○菅沼副主幹 
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 それでは、報告第１号、農用地利用集積計画の中途解約に係る通知について、ご説明いたし

ます。 

 番号１、所在、八街字笹引。地目、畑。面積３，０４７平方メートルのうち２，０００平方

メートル。合意の成立日、土地引渡時期、ともに平成２６年６月３０日です。 

 以上です。 

○川野会長 

 これは報告事項ですので、事務局の説明をもって承諾願います。 

 以上で本日の審議すべき案件は全て終了いたしました。 

 ご苦労さまでした。 

○醍醐事務局長 

 閉会を宣す。（午後５時０２分） 
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